
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久
振
り
の
海
外
旅
行
で
あ
る
。
体
調
を
崩
し
た
娘
か

ら
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。 

妻
も
私
も
元
気
な
昔
と
は
違
い
持
病
を
も
つ
老
夫
婦
、

特
に
心
配
な
妻
と
の
旅
、
薬
を
か
か
え
て
冒
険
の
旅
で

あ
る
。
娘
の
住
む
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
空
気
の
澄

ん
だ
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

新
緑
の
五
月
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が
目
に
入
っ
て
来

る
。
平
和
国
家
ス
イ
ス
と
い
え
ど
も
過
去
に
国
民
皆
兵

を
国
是
と
し
民
間
防
衛
で
護
っ
て
き
た
。
近
年
ま
で
家

庭
に
自
動
小
銃
、
弾
薬
等
が
貸
与
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
家
に
は
シ
ェ
ル
タ
－
が
付
い
て
い
る
。 

又
、
国
際
的
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
（
人
道
支
援
）
に
積
極

的
で
あ
る
。 

滞
在
中
、
毎
朝
近
く
の
小
鳥
が
鳴
く
芝
生
の
公
園
を
散

歩
し
た
。
朝
早
く
か
ら
勤
め
前
の
老
若
男
女
が
犬
を
連

れ
て
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
姿
は
日
本
と

同
じ
で
あ
る
。
太
極
拳
を
し
て
い
る
人
も
い
た
。 

乳
幼
児
の
プ
ー
ル
や
遊
具
・
砂
場
が
あ
り
、
周
囲
の
樹

林
の
中
に
小
鳥
の
え
さ
場
か
？
パ
ン
く
ず
が
置
か
れ

て
あ
る
。
犬
の
生
理
を
処
理
す
る
赤
い
袋
が
あ
ち
こ
ち

に
置
か
れ
て
い
た
。
又
、
水
場
の
蛇
口
か
ら
は
常
時
水

が
噴
き
出
し
て
い
る
。
冷
た
く
旨
い
水
で
あ
る
。
手
押

し
車
を
持
っ
て
歩
い
て
く
る
老
人
に
も
度
々
出
会
っ

た
が
、
背
筋
の
伸
び
た
ど
こ
か
賓
が
あ
っ
た
。 

ス
イ
ス
の
介
護
の
歴
史
は
、
家
庭
と
教
会
・
修
道
院
時

代
の
１
９
０
１
年
頃
か
ら
宗
教
活
動
の
一
旦
と
し
て

高
齢
者
を
収
容
し
て
き
た
。
現
在
は
日
本
同
様
、
認
知

症
患
者
が
日
々
増
え
続
け
介
護
職
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。 

ス
イ
ス
人
口
８
０
８
万
人
、
健
康
な
男
性
に
は
ス
イ
ス

軍
の
兵
役
義
務
が
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
高
齢
化
等
に

よ
り
法
的
な
手
続
き
や
金
銭
管
理
が
で
き
な
く
な
る

と
国
が
後
見
（
成
年
後
見
制
度
）
を
担
う
よ
う
だ
。
老

人
ホ
―
ム
の
入
居
介
護
費
用
は
高
額
で
日
本
人
の
収

入
で
は
難
し
い
。
ス
イ
ス
の
賃
金
は
世
界
一
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
愛
着
の
あ
る
家
屋
を
子
に
残
せ
ず
、
処
分

し
介
護
費
用
に
充
て
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
。 

老
後
の
生
活
設
計
を
し
っ
か
り
し
て
置
け
と
は
何
処

も
同
じ
で
あ
る
。
滞
在
中
レ
マ
ン
湖
の
上
流
グ
リ
ュ
イ

エ
―
ル
を
観
光
し
た
。 

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
体
験
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
、
ワ

イ
ン
醸
造
所
等
で
試
食
試
飲
を
満
喫
し
た
。
国
連
欧
州

本
部
や
国
際
赤
十
字
本
部
等
を
垣
間
見
て
ス
イ
ス
を

離
れ
た
。 

こ
の
後
パ
リ
・
ロ
ー
マ
に
立
ち
寄
り
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

経
由
で
無
事
に
帰
路
に
就
い
た
。 

今
朝
、
カ
ッ
コ
ー
！
カ
ッ
コ
ー
！
時
計
の
鳴
声
で
目
が

覚
め
た
・
・
・
・
・
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ、地元老施協の強力なバックア

ップで、「地域包括ケア」の中核的

役割を果たすと決議されました。 

更にさらに、１１団体では、「でき

る地域」から、「できる方法」で、一

私たちが旗印にしている介護の社会化とは

なんだったのでしょうか。 

それは、介護の担い手であった女性、家族の介

護地獄からの解放・社会化であると同時に、受け

手の要介護者も法の下の平等、誰でもどこでも

必要なサービスが受けられること、でありまし

た。 

それが介護の社会化の完成型です。 

そのことに気付いた私たちは５年前、結成１５

周年の行事に「地域包括ケア」を取り上げ、新潟

県長岡「こぶし園」の小山施設長をお招きし、具

体化の方策を学びました。 

その中で私たちは、宮城の現状からして、その

具体化は、特養中心に実施することがより現実

的であるとの結論に達しました。 

さらに、この動きが全国各地で始まった昨年９

月には、鳥取県こうほう園の廣江理事長、樋口

恵子高齢社会をよくする女性の会理事長、厚生

労働省高橋振興課長をお呼びし、介護ネット、地

域包括ケアセンターなど１１団体と共に、利用者

（地域住民）のための「地域包括ケア」シンポジ

ウムを開催し、誰のための地域包括ケアかを明

確にしました。 

そして、１０月には全国老施協大会が仙台で開か

平成 27 年５月２６日に仙台市生

涯学習支援センターに於いて第

14回通常総会が開催されました。

早坂理事の進行のもと前田会員

総 会 模 様 

日でも早く、「まずスタートさせる」ことをモット

ーに「一歩一歩着実に」を意思統一し今日を迎

えました。 

今、鶴ケ谷地区の具体化に向け、県社協の本

間アドバイザーの協力をいただきながら、特養

中心に実施している神戸の「きらくえん」とも連

絡を取り、協議しているところです。 

このように、今日まで念には念を入れ準備を

進めてまいりました。 

 本総会では、この「地域包括ケア」のスタート

を、本年度最大最優先の目標とし全精力を傾注

することを再確認し、これと並行して、利用者に

も事業者にもそして介護職員にも、受けてよかっ

たといわれるような、評価・調査活動のさらなる

進化に取り組もうではありませんか。 

それに花を添えて、これまた２０１５年来の懸案

だった「成年後見制度」をスタートさせましょう。 

ニーズの最も高い認知症高齢者への対応と

共に。 

 同時に、熊谷専務、箕輪副代表が提案する諸

計画・諸事業についても、一万人市民委員会の

持ち味である「地道に」コツコツとで基盤をます

ます強固にしていこうではありませんか。 

が議長に選任され、議事が進められました。 

本号では総会での代表理事挨拶、来賓挨拶の要旨を掲載しています。 

なお、総会の議事の詳細については事務局備付けの議事録を閲覧することができま

す。 

 

第１４回通常総会が開催されました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常生活支援総合事業を順次

開始するとともに、地域ケア

会議の充実、在宅医療・介護

連携の推進、認知症施策の推

進、生活支援サービスの整備

などに取り組むこととなって東日本大震災から４年が経過し、関係の皆様

の御尽力により、多くの施設が再建を果たして

いますが、未だ仮設での再開や再建途上の施設

もございます。県といたしましては、引き続き国

や市町村、関係機関と連携し、一日も早い復興に

努めてまいります。 

 さて、本県の高齢化の現状ですが、平成 27 年

3 月末現在、65 歳以上の人口は約５７万６千人、

全人口に占める高齢者の割合は２４．８％となっ

ております。また、県内における要介護・要支援

認定者数は約 10 万 7 千人となっており、概ね 5

人に１人が認定を受けている状況にあります。 

 さらに、国立社会保障・人口問題研究所の推計

によりますと、１０年後の平成３７年には、県内の８

割の市町村で高齢化率が 30％以上となるほか、

高齢者一人暮らし世帯は１０万２千世帯となり、平

成２２年と比べ実に５０％の増加が見込まれるな

ど、高齢者を地域で支える地域包括ケア体制を

全県的に構築することが、喫緊の課題となって

きています。 

 こうした中、今回の介護保険制度の改正によ

り、市町村においては、今年度から介護予防・日

います。 

 県といたしましても、今年度からスタートしま

した「第６期みやぎ高齢者元気プラン」に基づ

き、市町村の取組を支援していくとともに、地域

包括ケアを全県で推進するために官民協働で

組織する「地域包括ケア推進協議会」を設立

し、医療と介護の連携や地域での支え合い体制

の構築に向けた取組をアクションプランとして

取りまとめ、地域医療介護総合確保基金等の財

源を活用しながら、地域包括ケア体制の構築に

向けた事業を本格的に展開してまいります。 

 皆様にご尽力いただいております、介護サー

ビス情報の公表制度に基づく調査や認知症グ

ループホーム等の外部評価、会員の資質向上

のための研修会などの活動は、今後とも介護

サービスの質の向上に、ますます大きな役割を

果たしていくものと考えています。 

 県としましても、引き続き、介護サービス基盤
の充実と質の向上、介護人材の確保、事業者の
指導、第三者評価の普及等について、積極的に
取り組んでまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そしてその大半５割弱、１０

万５千人の方が７５歳以上の

方、いわゆる後期高齢者で

す。 

これから１０年先平成３７年

 平成１２年に介護保険制度が始まり今年の３月

で丸１５年、都合 5 回の事業運営期間が終了し、

今年の４月から新たな意味で６期の計画がスタ

ートしました。 

介護保険制度は高齢者の方が、誰もが住み慣

れた地域で安心して生活が送れるようにするた

め、その事を制度の理念としてスタートしたわけ

です。 

この間さまざまな制度の維持、そのためには

見直し等々が進められてきました。 

地域包括ケアの構築というような観点からも

介護保険の更なる充実、認知症高齢者の方への

施策の展開、介護と医療の連携の強化等さまざ

ま今回の制度に盛り込まれ、新たな総合事業と

して開始し、第６期の事業計画の中で進めていき

ます。 

その背景として、我が国が直面している深刻

な人口減少社会、少子高齢化社会があります。

日本の総人口は年々減り続けています。その中

で仙台市は一貫して人口が増え続けている数少

ない自治体の一つですが、少子高齢化は仙台市

でも着実に訪れています。 

 今年の４月１日の時点で総人口は１０７万人です

が、その内の約２２％位、２２万６千人の方が６５歳

以上の方です。 

になると、更に高齢者は大体５万人以上、２８万

人弱に増えるだろうと見込んでいます。その増

える５万人が、すべて後期高齢者の方の割合が

増えていくと、後期高齢者の方は今１０万 5千人

なのが 1６万人弱まで増えるのではないかと見

込んでいます。そうなると後期高齢者の方の割

合が今は 5 割未満ですが、約６割まで上昇する

と、一人暮らしの高齢者の方、高齢者のみの世

帯の方の割合も年々高まってきます。 

 また認知症をお持ちの高齢者の方、１０年後に

は４万人を超えるだろうと、そのように見込ん

でいます。 

 まもなくそうした時代を迎える事が到来する

わけでが、そうした時に介護を必要とされる

方、ご家族の方が何よりも安心して暮せるよ

う、そのためにサービスの量を確保する事は勿

論ですが、サービスの質を更にあげていく取り

組みが大事だと思っています。 

 私ども仙台市も今年の４月から第６期の事業

計画をしっかりと運営していきます。 

どうか皆様方におかれましては、引き続き介護

保険制度が所期の目的をはたすことができま

すよう変わらぬご支援とご協力をお願いしま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

があれば様々な場面で協力

をし合えればと思っていま

す。 

それからもうひとつ皆さんは

介護の社会化、介護のサービ当連合会は県内で約８万人の働く仲間で組

織をする労働組合の団体です。我々働くことを

軸とする安心社会という事を基本理念としなが

ら、社会をどう作っていくのかということで活動

しています。 

働くことを軸とするという事は、単に現役の

世代が、いわゆる一般的なサラリーマンとして

働く事ではなくて、こういった介護の社会化を

目指すＮＰＯの活動も含めてそれぞれが社会に

出て、経済的にも社会的にも自立しながら、地域

の中で皆さんが触れ合って、全体で安心できる

社会を作っていく。そういうことを連合全体とし

て基本理念に置きながら運動を進めています。 

その一万人市民委員会にも我々連合として、愛

のカンパから２年ほど続けて助成をさせて頂き

ました。 

今地域包括ケアシステムというのは、連合の

中でも早急に進めなければいけない施策・課題

のひとつです。それを実践しているのはこの一

万人市民委員会ですし、出来る事を出来る場所

からやろうという非常に大川代表の力強い発言

もありました。そういった人達が地域包括ケアシ

ステムの土台を作っていかないと進まないと思

っています。 

そういった意味で是非この一万人市民委員会で

頑張っていただいて、そして我々も出来ること

スの質の向上を目指してきたわけです。若干懸

念している事がありまして、今回大幅な介護保

険制度の改定によって施設に対する介護報酬

がかなり下がりました。 

民間の有料老人ホームとか介護施設が非常

に増えているわけですが、非常に高い入所料あ

るいは施設料を払わなければならない。逆にこ

こ２０年、あるいは２５年と頑張ってきた地域の

社会福祉法人は、勿論低廉な価格で出来るだ

け質の高いサービスをしようとして頑張ってき

ました。 

介護報酬が下がった事で、それぞれもう２０

数年も経っていて施設そのものが老朽化して

いて、そこの手当てをするのが多分精いっぱい

という状況だと思っています。 

サービスの質の向上という意味では、その施設

のそれぞれの設備が常に更新されてうまく動

くように、あるいはきれいな状態を保つという

様なことになっていかなければならないので

すが、そういった意味では介護報酬が下がった

事でそれぞれの経営が逼迫をしていくのでは

ないかと、昔から頑張ってきた社会福祉法人に

対しまして、それぞれ行政の人達も是非熱いご

支援をお願いしたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを実現するために

は、皆の力、市民の目、色々

な評価などのご協力が欠か

せないと思います。 

 それから、益々の高齢化率日頃の皆様の活動を拝見したり、一緒に行動

をして市民の福祉の向上に努めてきました。 

 特に、介護サービスの情報の調査の中でも、地

域密着型の外部評価、第三者評価については、

我々事業者の質の向上に大きく寄与されている

と感じています。 

 私の方でも実際に、グループホームで毎年外

部評価をしていただいているのですが、職員達

が介護の目だけではなく、市民の目を通して、成

長していると感じています。 

 私共の老施協は、特養を中心とした社会福祉

施設が会員です。 

今、約１３０位の会員がありますが、全部、社会福

祉法人が経営をしています。 

 今回の介護報酬の減額に、大変厳しい経営に

狭まれている状況です。 

 しかし、老施協の決意としましては、どんな状

況になっても、介護の質を絶対に崩さない・落と

さない、逆に向上していくという決意を持ってや

っていこうと誓い合っています。 

が高まっていく一方で、介護の担い手がなかな

か増えません。これは、大変な大きな問題で、

社会資源として地域包括ケアの実現のために、

様々な用意をしても介護人材がいなければ、多

分うまくいかないと思います。そのための取り

組みは、宮城県の介護人材確保協議会という

ものを去年から設けて、本当に、力を入れてく

ださっています。 

仙台市も事業者や各団体を集めて、今、介護人

材をどうやって確保していこうかと、今、10 歳

の小学生に種をまいて、2025 年のピークの時

に丁度介護の仕事に勤めようという気になっ

てもらう為の準備にしていかなければならな

いという段階です。 

皆様も、若者たちや子供たちにこの介護の素晴

らしさ、尊い仕事であることを伝え、啓発をして

頂いて今後の介護高齢者を支えていくことを

一緒にやっていければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価について、家族の会と

してお願いしたい旨がありま

す。当初のような厳しい評価

を是非事業所の方に与えて

いただきたい。 
私が一万人市民委員会と出会うことになっ

たのは、皆様方の認知症高齢者のグループホー

ム、第三者評価を実際に始められた時から、事業

者の立場としてのお付き合いから始まりました。 

 今は事業もやっていますが、家族の会で介護

家族の苦情とか、悩み相談とか、そういったとこ

ろに携わっています。 

 私共が最初に評価を受けた時に、職員の中に

は一日だけ来て・・とグズグズいう人間もいまし

たが、大変緊張感があり、実際に指摘、評価をし

て課題解決のために、来ている事を理解しなが

ら、緊張感を持って、介護のあり方を再確認、再

認識の大きなチャンスとして質の向上に寄与し

てきた。 

実は最近家族の会の電話相談だとか、つど

いや交流会を通じて事業所のサービスの質の低

下に対する問題提起が大変多くなりました。 

私達の相談の中で、実に嘆かわしいような

相談や苦情が多くあります。 

例えば、施設入所しているけれども「服を着な

いので困っているから、ご家族さんどうぞ来て

服を着せてください」と言われたが、どうした

らいいのかと家族の会の方に相談がありまし

た。 

 先程、質の向上の話がありましたが、職員が

なかなか集まらないという中で、じっくり教育

や指導をする時間も施設の方にもなくなってき

ているのも事実だと思っています。辞められた

ら困るというスタンスもあるものですから、どう

しても厳しい事を職員になかなか言えない状

況を踏まえ、地道にコツコツとではなくて、大き

な羽ばたきの中で大きな刺激を現場に、是非こ

れからも与えて貰いたいと思います。 

 

今後は超々高齢社会が到来する訳ですが、

認知症の人が２５年には約７００万と推測されま

す。予備軍を含めると本当に自分事として、市

民一人ひとりが深く考えていかなければいけ

ない危機的時代になってきているのではない

かと思います。特に団塊の世代が後期高齢者

になり介護が必要になることが予想できる２０

３０年以降に目を向けて今皆で課題し、連携し

て取り組んでいく必要性を感じています。 

私達宮城県認知症グループホーム協議会と

しても認知症の方やご家族の方、地域の方、誰

でも地域の馴染みのところで安心して住み続

けられる地域を築いていくために微力ながら

頑張っていきたいと考えていま

す。 

今年度はそのひとつとして宮

城県の委託事業のオレンジカフェ

を宮城県内の各圏域で取り組む

予定をしています。グループホー

ムが地域の拠点としての役割を果たしていくため

に、目標や取り組みを共有していくことが望まれ

ます。 

地域包括ケアを進めるにあたって、外部評価に

ついてのお話がありましたが、やはり質の向上の

為に適切なご助言であったり、評価というものが

あり役立ちました。 

また、現場の方もそれを活かしていかなければ

いけないという意識向上につながっているので

はないかなと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 ７ 回 理 事 会 模 様 

★２０１５年 4月２８日（火）、仙台市生涯学習支援

センターにおいて、理事総数２０名中１8名出席の

もと第７回理事会が開催された。 

☆議題は次のとおり 

 １、定期総会の議案審議について 

 ２、総会の準備について 

 ３、業務監査について 

 ４、残高試算表(３月末)について 

 ５、広報、組織、総務関係の活動について 

 ６、春の野外研修について 

 ７、5/8 第８回理事会（最終）の開催について 

    場所：仙台市生涯学習支援センター 

 ８、その他 

第 ８ 回 理 事 会 模 様 

★２０１5 年５月８日（木）、仙台市生涯学習支援セ

ンターにおいて、理事総数２０名中１８名出席の

もと第６回理事会が開催された。 

☆議題は次のとおり 

 １、5/26 定期総会の提出議案の確定について 

 ２、総会時の役割分担について 

 ３、業務監査について 

 ４、広報、組織、総務関係の活動について 

 ５、新年度第１回理事会の開催日程について 

   場所：５/26 総会終了後会場で開催    

 ６、その他   

 

新年度第１回理事会模様 

★２０１５年５月２６日（火）、仙台市生涯学習支援

センターにおいて、第１４回通常総会に引き続き

新年度第 1 回理事会が開催され、主として、柏倉

二男、佐藤宏通理事退任後の任務分担について話

し合われた。（組織構成、事業運営体制は下図のと

おり） 

☆議題は次のとおり 

 １、理事会の任務分担、活動コンセプトの再確認 

 ２、７月予定第２回理事会の開催日の決定 

    場所：仙台市生涯学習支援センター 

 ３、その他      

※総会、理事会の議事の詳細については事務局

備付けの議事録を閲覧できます 

平成２７年４月２５日榴岡公園に於いて恒例の野外

研修が行われました。当日は熊谷、小山両理事の

司会進行により、午前中は施設訪問ボランティア

活動の実践で櫻井会員のヴァイオリン演奏、栗原

会員のハーモニカ演奏が披露され、村田会員の

「遊びリテーション」の講演が行われました。 

昼食を挟んで午後には熊谷、小山両理事の進行で

の福引大作戦、櫻井会員のヴァイオリン伴奏による

合唱を行い、春の野外研修を締めくくりました。 

春 の 野 外 研 修(1) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よろず相談会開催案内 

身近な困りごと、悩みごとなどの相談会を当会顧問

の武田貴志弁護士、安田廣冶司法書士を相談役に、両

先生から法律、成年後見関係の分野に限定せず、よろ

ず相談会として、会員の方やそのご家族がお持ちの生

活全般、法律相談などに関する「なんでも」相談とし

ていくことの了解を頂きました。（無料です） 

☆２７年７月～２７年１０月までの開催日と担当 

相談役は次のとおりです。 

・７月 22日（水）1３時～1５時 相談役 安田廣冶司法書士 

・８月 26日（水）13時～15時 相談役 武田貴志弁護士 

・９月 17日（木）13時～15時 相談役 安田廣冶司法書士 

・10月 22日（木）13時～15時 相談役 武田貴志弁護士 

時間と場所は次のとおりです。 

＊時  間：午後１時～３時(毎回)  

      お一人様１回３０分程度を予定 

＊場  所：テルウエル相談室(一万人市民委員会宮城

事務所隣り) 

＊受付電話：０２２－２９３－８１５８ 

   FAX：０２２－２９３－８２３０ 

☆申し込み締切日は開催日の７日前としますが 

それ以降でも有りましたら、連絡願います。 

お気軽に相談願います。 

 

私たちは、介護保険の制度づくりから宮城県、

仙台市との対話活動を経て、２００４年１１月ＮＰＯ法

人を設立し、「介護の社会化の進化」を理念とし、

利用者の立場に立った介護サービスの評価や調

査を行ってきました。その経験を踏まえこの度、

介護保険と車の両輪と言われる「一万人市民委

員会宮城成年後見センターみやぎ」を立ち上げ

ました。 

・最近物忘れが多く通帳やお金の管理ができな

くなってきた 

・一人暮らしで日常生活や身辺の管理など不安 

・介護サービスを受けたり病院を受診するのに

必要な契約や手続きが一人ではできず不安 

・離れて暮らしている親の判断能力が低下して

きている 

このようなことで、成年後見制度をご利用され

たい場合は当センターへお気軽に相談下さい。 

【 受付時間 】 

 ・月～金（祝日を除く） ９：００～１７：００ 

【 受付電話 】 

・電話：022-293-8158 ・FAX：022-293-8230 

 

6月 27・28日みやぎＮＰＯプラザ・フォレスト仙台

において、宮城県主催の平成 27 年度「情報の

公表」調査員の新人養成研修が行われ、一万

人市民委員会からは１２名の方が受講しました。 

春 の 野 外 研 修(2) 

情報の公表新人養成研修 

              を立ち上げました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集委員：荒井勝子 兼平幸雄 栗原節子 團 順子 前田泰子 

入
院
し
た
部
屋
は
四
人
部
屋
で
、カ
ー
テ
ン

で
仕
切
ら
れ
て
い
た
。 

隣
の
ベ
ッ
ド
の
男
性
は
し
き
り
に
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
で
看
護
師
を
呼
び
出
す
。
用
事
が
あ
る
訳
で

は
な
い
。
看
護
師
に
怒
ら
れ
て
い
る
。 

と
、三
十
分
も
経
た
ぬ
う
ち
に
ま
た
ナ
ー
ス
コ

ー
ル
を
押
す
。
今
度
は
本
気
で
声
高
に
怒
ら
れ

る
。 

と
、又
三
十
分
も
す
る
と
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
に
手

が
の
び
る
。 

そ
ん
な
こ
と
が
続
い
た
あ
る
日
、ナ
ー
ス
コ
ー

ル
の
男
の
し
ゃ
べ
る
声
を
始
め
て
聞
い
た
。
見

回
り
に
来
た
看
護
師
を
つ
か
ま
え
て
、「
○
○
は

と
っ
て
も
つ
め
た
い
、き
ら
い
だ
」
と
言
っ
て
い

る
。
貫
禄
の
あ
る
声
だ
っ
た
。
看
護
師
が
「
あ
ら

ど
う
し
て
」
と
聞
く
と
「
黙
っ
て
切
っ
て
い
く
」
と

言
っ
た
。 

彼
女
は
呼
ば
れ
る
と
や
っ
て
来
て
コ
ー
ル
ス
イ

ッ
チ
を
切
っ
て
帰
っ
て
い
く
。
一
言
も
し
ゃ
べ
ら

な
い
。 

 

そ
う
だ
っ
た
の
か
。
男
が
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
す

る
の
は
、看
護
師
か
ら
怒
ら
れ
る
た
め
だ
っ
た

の
だ
。 

そ
れ
が
男
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
だ
っ

た
の
だ
。
だ
か
ら
怒
り
も
せ
ず
無
視
す
る
看
護

師
は
「
つ
め
た
い
人
」
だ
っ
た
の
だ
。 

悪
い
こ
と
を
し
て
怒
ら
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い

る
人
に
は
、怒
っ
て
や
る
こ
と
が
ケ
ア
な
の
だ
。 

ケ
ア
と
一
口
に
言
っ
て
も
た
だ
者
で
は
な
い
、

と
つ
く
づ
く
か
ん
じ
た
。 

 

今
、介
護
士
養
成
課
程
学
生
が
こ
の
五
年
間

で
二
割
減
と
な
っ
て
い
る
（毎
日
新
聞
）。 

理
由
は
賃
金
の
安
さ
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
あ

る
。
も
っ
と
も
だ
と
思
う
。 

 
然
し
働
く
と
い
う
事
は
賃
金
が
す
べ
て
で
は

な
い
だ
ろ
う
。 

働
き
が
い
、生
き
が
い
に
通
じ
る
か
否
か
も
大

切
な
要
素
で
あ
る
。 

看
護
や
、介
護
の
仕
事
は
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
男

に
対
す
る
ケ
ア
の
よ
う
に
奥
深
い
も
の
が
あ

る
。 

ケ
ア
を
受
け
る
人
達
も
十
人
十
色
で
、単
純
で

は
な
い
。 

そ
の
一
つ
一
つ
に
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る

人
も
い
る
。 

看
護
や
介
護
が
必
要
な
弱
者
は
、そ
の
人
達
に

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ニュースレターの編集に携わるようになって三年目にな
りました。読んで貰える紙面づくりを念頭に毎号のように、
締め切りを気にしながらパソコンと悪戦苦闘している。 

記事のタイトル、文字の書体、大きさ、行間、段落、イ
ラストや図表の配置・バランスなど編集に携わる前までは
あまり気にも留めずにいたことで思い悩む日が続く、そん
な自分に見た眼よりも中身で勝負しろと言いたくなるが見
た目が悪いと中身も悪い・・・。結局はどっちも大事なの
だと自分に言い聞かせ、取敢えず今の自分にできる見た目
に気を使うしかないと思う今日この頃である。 

                (かねひら) 

 


